
三重県起業支援金交付要領 

 

（目的） 

第１条 三重県起業支援金（以下「補助金」という。）は、県外から移住し、三重県が地域

再生計画に定める社会的事業の分野において、地域課題の解決に資するためにデジタル技

術を活用して新たに起業する者及び Society5.0関連業種等の付加価値の高い産業分野でデ

ジタル技術を活用して事業承継、第二創業する者（以下「起業者等」という。）に対して起

業等に必要な経費の一部を補助することにより、県内における創業を促進し、地域経済の活

性化を図ることを目的とする。 

 

（通則） 

第２条 補助金の交付に関しては、三重県補助金等交付規則（昭和 37 年三重県規則第 34

号。以下「規則」という。）、雇用経済部関係補助金等交付要綱（平成 24年三重県告示第 250

号）及び三重県の交付する補助金等からの暴力団等排除措置要綱（平成 22年。以下「排除

要綱」という。）の規定によるほか、この要領の定めるところによる。 

 

（補助事業者） 

第３条 補助金の交付の対象となる者（以下「補助事業者」という。）は、次の各号を全て

満たすものとする。 

（１）以下のいずれかに該当する者であること。 

① 令和７年４月１日以降、本事業の交付決定事業完了日までに、個人事業の開業届出又は

株式会社、合同会社、合名会社、合資会社、企業組合、協業組合、特定非営利活動法人等の

設立（以下「起業」という。）を行い、その代表者となる者であること。 

なお、令和７年３月 31日以前に設立されている法人又は開業届出がなされている個人事業

主は対象外となるが、既存事業とは異なる新たな事業を行う法人等の設立、又は新たに個人

として開業届出を行う者は対象となる。 

② 令和７年４月１日以降、本事業の交付決定事業完了日までに、Society5.0 関連事業等

の付加価値の高い産業分野で地域課題の解決に資する社会的事業を事業承継又は第二創業

により実施する個人事業主又は株式会社、合同会社、合名会社、合資会社、企業組合、協業

組合、特定非営利活動法人等の代表者となる者であること。 

（２）中小企業者以外の者（以下「大企業」という。）から、次に掲げる出資又は役員を受

け入れていない者であること。 

① 発行済株式の総数又は出資金額の総額の２分の１以上を同一の大企業が所有 

② 発行済株式の総数又は出資金額の総額の３分の２以上を大企業が所有 

③ 大企業の役員又は職員を兼ねている者が、役員総数の２分の１以上を占めている 

 



（３）令和６年４月１日以降に転入していること、又は事業完了日までに三重県外から三重

県内に転入する予定であること。また、転入前１年間は県外に居住していること。 

※ 事業完了までに三重県内に居住していることが確認できない場合は、交付決定を取り

消す場合がある。 

※ 三重県内への移住・転入・居住とは、住民票を三重県に移し、現に生活していること

を指す。 

（４）三重県内に居住していること、又は三重県に転入後５年以上継続して県内に居住する

意志を有していること。 

（５）三重県内において登記または開業届出を行い、起業を行う者であること。 

（６）法令順守上の問題を抱えている者でないこと。 

（７）申請を行う者又は設立される法人の役員が暴力団等の反社会的勢力又は反社会的勢

力との関係を有する者ではないこと。 

（８）国等から起業・創業に関する他の補助金等の交付を受けていないこと。 

（９）その他、補助金を交付することについて、三重県起業支援事業費補助金事務局が不適

当と認める事由を抱える者でないこと。 

 

（補助対象事業及び経費） 

第４条 補助金の交付の対象となる事業は、次の各号を全て満たすものとする。 

（１）新たに起業する場合は、以下の全てに該当すること。 

① 地域課題の解決を目的として、別表１に掲げる起業支援事業の対象とする社会的事業

の分野のいずれかにおいて起業し、かつ、次に掲げる事項の全てに該当する事業であること。  

ア 地域社会が抱える課題の解決に資すること。 

イ 提供するサービスの対価として得られる収益によって自律的な事業の継続が可能で

あること。 

ウ 地域の課題に対して、当該地域における課題解決に資するサービスの供給が十分でな

いこと。 

エ 起業者等の生産性の向上・機会損失の解消及び顧客の利便性の向上につながるデジタ

ル技術を活用していること。 

② 三重県内において実施する事業であること。 

③ 第一次産業における起業でないこと。 

④ 公序良俗に反する事業や公的な資金の使途として社会通念上不適切であると判断され

る事業（風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和 23年法律第 121号）第

２条において規定する風俗営業等）でないこと。 

（２）事業承継又は第二創業する場合は、次に掲げる事項の全てに該当すること。 

① 地域課題の解決を目的として、Society5.0 関連業種等の付加価値の高い産業分野で、

起業支援事業の対象とする別表１に掲げる社会的事業の分野のいずれかにおいて事業承継



又は第二創業し、かつ、次に掲げる事項の全てに該当する事業であること。 

ア 地域社会が抱える課題の解決に資すること。 

イ 提供するサービスの対価として得られる収益によって自律的な事業の継続が可能で

あること。 

ウ 地域の課題に対して、当該地域における課題解決に資するサービスの供給が十分でな

いこと。 

エ 起業者等の生産性の向上・機会損失の解消及び顧客の利便性の向上につながるデジタ

ル技術を活用していること。 

② 三重県内において実施する事業であること。 

③ 第一次産業における事業承継又は第二創業でないこと。 

④ 公序良俗に反する事業や公的な資金の使途として社会通念上不適切であると判断され

る事業（風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和 23年法律第 121号）第

２条において規定する風俗営業等）でないこと。 

２ 補助金の交付の対象となる経費は、起業者等が起業等に要する経費であって、別表２に

掲げる事項のいずれかに該当する経費であること。 

 

（補助事業期間） 

第５条 補助事業期間は、三重県起業支援事業費補助金事務局が第１０条の規定による交

付決定を行った日から補助事業が完了した日又は当該年度の 12 月 29 日のいずれか早い日

までとする。 

 

（補助率等） 

第６条 補助率は２分の１以内とする。補助金額は 2,000千円を上限とし、予算額及び交付

決定額の範囲内において交付する。 

 

（採択基準）  

第７条 三重県起業支援事業費補助金事務局は、外部有識者を含む審査委員会において、別

表３に掲げる基準を総合的に勘案し、予算の範囲内で補助事業者を採択することとする。 

 

（交付申請） 

第８条 補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、三重県起業支援

事業費補助金事務局が別に定める期日までに、下記書類を三重県起業支援事業費補助金事

務局に提出しなければならない。 

（１）事業計画書（様式１、別紙様式２） 

（２）補足説明資料 ※補足説明が必要な場合に提出（任意） 

（３）役員等に関する事項（様式３） 



（４）消費税及び地方消費税について滞納のないことの証明書（その３未納税額のない証明

用）（所管税務署が申請日の６ヶ月前までに発行したもの）の写し 

（５）三重県の県税について滞納のないことの証明書（県税事務所が申請日の６ヶ月前まで

に発行したもの）の写し 

※ 既に三重県内に居住している場合、または、三重県内において既に法人設立済または

個人事業主として開業済の場合 

（６）申請者の住民票又は戸籍の附票（県外の住所が確認できるもの。また、既に県内在住

である場合には、その住所及び転入日が確認できるもの。交付申請日以前３ヶ月前以内に発

行されたもの。写しでも可） 

（７）住民票除票（転入前１年間は県外に居住していることがわかるもの。写しでも可） 

（８）履歴事項全部証明書（既に法人等設立済の場合。申請日以前３ヶ月以内に発行された

もの。写しでも可） 

（９）税務署に提出した開業届の写し（既に個人事業主として開業済の場合） 

（１０）履歴事項全部証明書（起業等をする者が既に別の法人等の役員に就任している場合。

申請日以前３ヶ月以内に発行されたもの。写しでも可） 

（１１）その他三重県起業支援事業費補助金事務局が必要と認める書類 

２ 申請者は、前項の補助金の交付を申請するにあたっては、当該補助金に係る消費税及び

地方消費税に係る仕入控除税額（補助対象経費に含まれる消費税及び地方消費税相当額の

うち、消費税法（昭和 63年法律第 108号）の規定により仕入に係る消費税額として控除で

きる部分の金額及び当該金額に地方税法（昭和 25年法律第 226号）の規定による地方消費

税の税率を乗じて得た金額の合計額に補助率を乗じて得た金額をいう。以下同じ。）を減額

して交付申請しなければならない。ただし、申請時において当該消費税及び地方消費税に係

る仕入控除税額が明らかでないもの又は免税事業者、簡易課税事業者及び２割特例事業者

については、この限りでない。 

 

（補助事業の事前着手） 

第９条 補助事業の着手は、原則として交付決定のあった日以後でなければならない。ただ

し、事業の性格上やむを得ない理由があると三重県起業支援事業費補助金事務局が特に認

めた場合は、この限りでない。 

２ 前項ただし書の規定により交付決定前に事業に着手しようとする補助事業者は、前条

第１項の事業計画書に事前着手理由書（様式４）を添付するものとする。 

 

（交付決定） 

第１０条 三重県起業支援事業費補助金事務局は、事業計画書の提出があったときは、審査

委員会を開催し、当該交付申請書の内容を審査し、補助金を交付すべきものと認めたときは、

速やかに補助金の交付の決定をするものとする。 



２ 三重県起業支援事業費補助金事務局は、前項の交付決定にあたって、必要な条件を付す

ことができる。 

３ 三重県起業支援事業費補助金事務局は、第１項の交付決定にあたって、第８条第２項に

より補助金に係る消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額について減額して申請がなさ

れたものについては、これを審査し、適当と認めたときは、当該消費税及び地方消費税に係

る仕入控除税額を減額するものとする。 

４ 三重県起業支援事業費補助金事務局は、第８条第２項ただし書きによる申請がなされ

たもの（免税事業者、簡易課税事業者及び２割特例事業者からの申請を除く。）については、

補助金に係る消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額について、補助金の額の確定にお

いて減額を行うこととし、その旨の条件を付して交付決定を行うものとする。 

 

（交付決定をしない場合） 

第１１条 三重県起業支援事業費補助金事務局は、前条の規定にかかわらず、補助事業者が、

次の各号のいずれかに該当することが判明したときは、補助金の交付の決定をしないもの

とする。 

（１）暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77 号）

第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）及び暴力団員（暴力団員による不当な

行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。） 

（２）暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有すると認められる者。 

 

（補助事業者の義務） 

第１２条 補助事業者は、本要領を遵守し、善良な管理者の注意をもって補助事業を実施す

るものとする。 

 

（交付申請の取下げ） 

第１３条 第１０条の交付決定の内容又はこれに付された条件に対して不服がある場合に

おける、規則第７条第１項の規定による申請の取下げをすることができる期間は、交付決定

の通知を受けた日から 14日以内とし、速やかにその旨を記載した取下届（様式５）を三重

県起業支援事業費補助金事務局に提出しなければならない。 

 

（補助事業の変更） 

第１４条 補助事業者は、補助事業の内容等を変更しようとするときは、あらかじめ変更承

認申請書（様式６）を三重県起業支援事業費補助金事務局に提出し、その承認を受けなけれ

ばならない。ただし、補助対象経費の人件費、事業費及び委託費の区分の配分が 20パーセ

ント以内の増減となる場合、補助目的の達成に支障を来すことなく、かつ事業能率の低下を

もたらさない事業計画の細部を変更する場合などの軽微な変更についてはこの限りでない。 



２ 三重県起業支援事業費補助金事務局は、前項の規定による承認にあたっては、必要に応

じ交付の決定の内容を変更し、又は条件を付し、補助事業者に通知するものとする。 

３ 補助事業者は、個人開業した場合、法人を設立した場合及び住所の変更が生じた場合等

申請書の記載内容に変更が生じた場合（第１項本文の規定により承認を受けなければなら

ない場合を除く。）には、変更届（様式７）を、三重県起業支援事業費補助金事務局に速や

かに提出しなければならない。 

 

（補助事業の中止又は廃止） 

第１５条 補助事業者は、補助事業の全部もしくは一部を中止し、又は廃止をしようとする

ときは、あらかじめ中止（廃止）承認申請書（様式８）を三重県起業支援事業費補助金事務

局に提出し、その承認を受けなければならない。 

２ 三重県起業支援事業費補助金事務局は、前項の規定による承認に当たり、必要に応じ交

付決定の内容を変更し、又は条件を付することができる。 

 

（遅延等の報告） 

第１６条 補助事業者は、補助事業が予定の期間内に完了することができないと見込まれ

るとき、又は補助事業の遂行が困難になったときは、速やかに、遅延等報告書（様式９）を

三重県起業支援事業費補助金事務局に提出し、その指示を受けなければならない。 

 

（補助金の交付決定の取消し等） 

第１７条 三重県起業支援事業費補助金事務局は、第１５条の規定による承認をした場合、

又は次の各号のいずれかに該当する場合は、第１０条第１項の交付の決定の全部、もしくは

一部を取り消し、又は変更することができる。 

（１）補助事業者が、法令、本要領又は本要領に基づく三重県起業支援事業費補助金事務局

の処分に違反、もしくは三重県起業支援事業費補助金事務局の指示を履行しない場合 

（２）補助事業者が、補助金を補助事業以外の用途に使用した場合 

（３）補助事業者が、偽りその他不正の手段により補助金の交付を受けた場合 

（４）補助事業者が、補助事業の完了日において三重県内に居住していることが確認できな

かった場合 

（５）補助事業者が、排除要綱別表に該当した場合 

（６）国等から起業・創業に関する他の補助金等の交付を受けた場合 

２ 三重県起業支援事業費補助金事務局は、前項の取消しをした場合において、既に当該取

消しに係る部分に対する補助金が交付されているときは、期限を付して当該補助金の全部

又は一部の返還を命ずるものとする。 

３ 三重県起業支援事業費補助金事務局は、前項の返還を命ずる場合は、その命令に係る補

助金の受領の日から納付の日までの期間に応じて、年利 10.95 パーセントの割合で計算し



た加算金の納付を併せて命ずることができるものとする。 

４ 第２項の補助金の返還期限は、当該命令のなされた日から 15日以内とし、期限内に納

付がない場合は、未納に係る金額に対して、その未納に係る期間に応じて年利 10.95パーセ

ントの割合で計算した延滞金を徴することができるものとする。 

 

（状況報告） 

第１８条 三重県起業支援事業費補助金事務局は、補助事業の適切な遂行を確保するため

に必要と認めるときは、補助事業者に対し、補助事業の遂行状況等について報告を求めるこ

とができる。 

 

（財産の管理及び処分） 

第１９条 補助事業者は、補助事業により取得し、又は効用を増加させた財産（以下この条

において「取得財産」という。）について、「補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法

律」（昭和三十年法律第百七十九号）第 22条等の規定に基づき、善良なる管理者の注意をも

って適切に管理しなければならない。 

２ 取得価額が１件当たり 50万円以上（税抜）の取得財産については、交付決定事業終了

後も一定期間において、その処分につき三重県起業支援事業費補助金事務局の承認を受け

なければならない。 

３ 補助事業者のやむを得ない理由により前項に規定する財産を処分しようとするときは、

あらかじめ財産処分申請書（様式１０）を三重県起業支援事業費補助金事務局に提出し、そ

の承認を受けなければならない。 

４ 補助事業者が取得財産等を処分することにより収入があると認める場合には、その収

入の全部又は一部を三重県起業支援事業費補助金事務局に納付させることができる。 

 

（実績報告） 

第２０条 補助事業者は、補助事業が完了（第１５条の規定による補助事業の中止又は廃止

の承認を受けたときを含む。）したときは、その日から起算して 30日を経過した日又は令和

８年１月 14日のいずれか早い日までに、次の各号に掲げる書類を添え、実績報告書（様式

１１）を三重県起業支援事業費補助金事務局に提出しなければならない。ただし、三重県起

業支援事業費補助金事務局が必要と認めるときは、改めて提出期限を定めることができる

ものとする。 

（１）事業報告書（別紙１） 

（２）収支決算書（別紙２） 

（３）経費明細書（別紙３） 

（４）出張旅費明細書（任意様式。該当がある場合のみ） 

（５）取得財産等管理台帳兼取得財産等明細書（任意様式。該当がある場合のみ） 



（６）支払証拠書類（写し）等 

（７）その他三重県起業支援事業費補助金事務局が必要と認める書類 

２ 補助事業者は、前項の実績報告を行うにあたっては、補助金に係る消費税及び地方消費

税に係る仕入控除税額が明らかな場合には、当該消費税及び地方消費税に係る仕入控除税

額を減額して報告しなければならない。ただし、免税事業者、簡易課税事業者及び２割特例

事業者はこの限りでない。 

 

（支援金の額の確定等） 

第２１条 三重県起業支援事業費補助金事務局は、前条第１項の報告を受けたときは、報告

書等の書類の審査及び必要に応じて現地調査等を行い、その報告に係る補助事業の実施結

果が補助金の交付決定の内容（第 1４条第１項に基づく承認をした場合は、その承認した内

容）及びこれに付した条件に適合すると認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、当

該補助事業者に通知するものとする。 

２ 三重県起業支援事業費補助金事務局は、補助事業者に交付すべき補助金の額を確定し

た場合において、既にその額を超える補助金が交付されている場合は、期限を付してその超

える部分の補助金の返還を命ずるものとする。 

３ 前項に基づく補助金の返還については、第１７条第３項及び第４項の規定を準用する。 

 

（支援金の支払い） 

第２２条 補助事業者は、前条第１項の規定により通知された支援金の支払いを受けよう

とするときは、交付請求書（様式１２）を三重県起業支援事業費補助金事務局に提出しなけ

ればならない。 

 

（補助事業に係る経理） 

第２３条 補助事業者は、補助事業に係る経費について、帳簿及び全ての証拠書類を備え、

他の経理と明確に区分して経理し、常にその収支の状況を明らかにしておかなければなら

ない。 

２ 補助事業者は、前項の帳簿及び証拠書類を補助事業の完了（廃止の承認を受けた場合を

含む。）の日の属する年度の終了後５年間、三重県起業支援事業費補助金事務局の要求があ

ったときは、いつでも閲覧に供せるよう保存しておかなければならない。 

 

（消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額の確定に伴う補助金の返還） 

第２４条 補助事業者は、補助事業完了後に消費税及び地方消費税の申告により補助金に

係る消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額が確定した場合には、消費税額及び地方消

費税額の確定に伴う報告書（様式１３）により速やかに三重県起業支援事業費補助金事務局

に報告しなければならない。 



２ 三重県起業支援事業費補助金事務局は、前項の報告があった場合は、当該消費税及び地

方消費税に係る仕入控除税額の全部又は一部の返還を命ずるものとする。 

３ 前項に基づく補助金の返還については、第１７条第３項及び第４項の規定を準用する。 

 

（補助事業完了後の報告等） 

第２５条 補助事業者は、別に定める場合を除き、補助事業の終了した年度から５年間、各

年度終了後事業化状況報告書(様式１４)を作成し、三重県起業支援事業費補助金事務局に

提出しなければならない。 

 

（立入検査等） 

第２６条 三重県起業支援事業費補助金事務局は、補助事業の適正な遂行を確保するため

必要があると認めたときは、補助事業者に補助事業の状況等を報告させ、または、三重県起

業支援事業費補助金事務局員にその事務所等に立ち入り、帳簿書類その他の物件を検査さ

せ、若しくは関係者に質問させることができる。 

 

（個人情報の保護） 

第２７条 三重県起業支援事業費補助金事務局は、本事業の事務の実施に当たっては、個人

の権利利益を侵害することのないよう、個人情報を適切に取り扱わなければならない。 

 

（その他） 

第２８条 規則、排除要綱及びこの要領に定めるもののほか、必要な事項については、三重

県起業支援事業費補助金事務局が別に定める。 

 

附 則 

この要領は、令和７年７月 29日から施行する。 

  



別表１ 

・地域活性化関連 

・まちづくりの推進 

・過疎地域等活性化関連 

・買物弱者支援 

・地域交通支援 

・社会教育関連 

・子育て支援 

・環境関連 

・社会福祉関連 

・その他の地域課題解決に資する社会的事業 

 

別表２ 

経費区分 内容 

Ⅰ 人件費 ①直接人件費 

Ⅱ 事業費 ①店舗・事務所等賃借料 

②設備費 

③原材料費 

④賃借料 

⑤知的財産権等関連経費 

⑥謝金 

⑦旅費 

⑧外注費 

⑨マーケティング調査費 

⑩広報費 

Ⅲ 委託費 ①委託費 

 

  



別表３ 

① 事業の社会性・必要性 

✓ 事業が、地域社会が抱える具体的な課題に対応するものであり、かつ、地域内

でサービス供給が不足している分野における課題解決に資するものであるか。 

✓ また、申請者自身が、捉える社会課題を十分理解し、自身の事業との関わりを

説得的に説明できているか。 

② 事業の持続可能性・成長性 

✓ 提供する商品・サービスに対して市場ニーズが見込まれ、対価を得ることで収

益を上げ、自立的かつ継続的に事業を運営できる計画となっているか。中長期

的な成長の展望が描かれているか。 

③ デジタル技術の活用 

✓ 生産性の向上、機会損失の解消、顧客の利便性向上等に資するデジタル技術を

的確に導入・活用しているか。単なるシステム導入ではなく、課題解決との関

連が明確であるか。 

④ 事業の新規性・独自性 

✓ 地域における新たな価値の創出につながる独自の工夫や視点が盛り込まれてい

るか。特に事業承継・第二創業の場合は、新たな取り組みであることが示され

ているか。 

⑤ 事業の実現性・計画性 

✓ ターゲット顧客、想定市場、競合状況などが具体的に分析されており、提供す

る商品・サービスの内容やスケジュールに整合性と実行可能性があるか。 

⑥ 経営者としての資質 

✓ 起業者が事業内容や経営に関する十分な知識・経験・意欲を有しており、責任

を持って事業を遂行できる人材であるか。 

 

 


